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若松区では８月下旬からキャベツの植え付けが始まりました。 

 植えられたばかりのキャベツ苗はチョッと頼りなさげですが、これから

若松の大地の上で太陽の光と水と栄養分を吸って、どんどん大きくな

っていきます。 

 

 若松の東部（頓田、小竹、安屋の一部地区）では、昔ながらの「地

苗」が主流です。ハウスの中に苗床を作り本葉が４～５枚出た頃に畑

に植付けます。〔写真１〕 

 植付は面倒ですが、苗が大きいので干ばつや台風に強いというメリ

ットがあります。 

  

対して若松の西部地区（安屋から有毛地区）では機械移植に適した

「セル苗」が主流です。こちらはセルトレーと呼ばれる小さな箱の中で

本葉２～３枚になるまで育て、機械で畑に植え付けます。〔写真２,３〕 

 

機械での植え付けは省力的ですが、

苗が小さいので植え付け後の水管理

が大変です。 

どちらの方法も一長一短があるので、

キャベツ農家は「地苗」、「セル苗」の

特性を考えながら、畑の土質や潅水

施設の状況にあった方法を選んで栽

培しています。 

 現在植付中の品種は「彩里
あやさと

」「彩 風
あやかぜ

」が中心です。順調に行けば「彩里」は１１月上旬から、「彩風」は１１月下旬

からの収穫予定です。 

 

 

 

http://www.jimoto1ban.jp/ 

地産地消についてのお問い合わせは、 
北九州市 地産地消推進課 

（担当：尾上、柳川） 
TEL：５８２-２０８０ FAX：５８３-０５９４ 

Ｍａｉｌ：shinichirou_onoue01@city.kitakyushu.lg.jp 

 
 
○ 全体的に… 

・ 最近の晴天続きでキャベツ・ブロッコリーの植え付けは順調です。 
・ しかし、雨が降らないと生育に大きな影響が出ます。このまま少雨が続けば、１１月頃のキャベツ・ブロッコ

リーは小玉傾向になることが予想されます。 
○ キャベツ 
・ ９月に入って若松の主力品種「夢舞台」の植え付けが始まります。 
・ 「夢舞台」は濃緑色で甲高扁平な形をしています。葉は水分が多くて柔らかく、低温期には糖度が上がり

ます。いかにも若松キャベツらしい特徴を備えた品種です。出荷は１２月下旬からの予定です。 
○ ブロッコリー 
・ 極早生の新品種 KB052 が生育中です。１０月１０日頃から出荷が始まる予定です。花蕾は淡緑色で

すがドーム型で正円形の綺麗な形になります。 
・ 少雨傾向だと、生育の遅れと害虫の発生が懸念されます。 

○ ダイコン 
・ ９月中旬播種開始、１２月初旬から出荷開始の予定です。 

若松キャベツの植え付けがはじまりましたよぉ。 

写真１ 
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若松『野菜』情報 


